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1. はじめに 

 千里浜海岸には複数列の砂州が汀線に平行に発

達している．年スケールでの測量では各砂州は沖向

きに移動し，沖で消滅する頃に新たな砂州が汀線付

近で発生する．砂州配置は約５年の周期で変化を繰

り返している．汀線位置の変化には，砂州配置と連

動していると考えられる主要な変動成分が検出さ

れ 1)，両者は波・流れ等の沿岸水理現象と密接に関

係する．本研究では，汀線変化に大きな影響を及ぼ

すと考えられる波の遡上位置および砂州地形との

相互作用が考えられている長周期波 2)の伝播特性に

着目して，本海岸における基本特性を数値解析によ

って検討した．なお，波の遡上位置に関しては従来

研究 3)で検討しているが，本研究では，砂州配置パ

ターンの位相が異なる測線の断面地形を用いて，遡

上位置，汀線位置と砂州地形との関係性を調べた． 

 

2. 解析方法および解析条件 

 波の解析には波群スケールの変動性を考慮して

波の屈折・浅水変形・砕波・減衰過程および長周期

波成分の波動を取り扱うことが可能な XBeach モデ

ル 4)を用いた．本モデルの概要および検証例につい

ては参考文献 4)を参照されたい． 

千里浜海岸の約 8km の汀線は緩やかな弓上の曲

線であり，沿岸方向にほぼ一様な海岸線を有する．

先行研究 3)では測線 H01の解析を行った．今回は測

線 H01 から 5km ほど南にある測線 N50 の 5 年分の

岸沖断面と平均断面（図-1）を対象にした．H01 で

は 2000年や 2005年に汀線位置が平年より後退して

いたが，N50 では 2004 年に最も後退していた．な

お，汀線付近の小規模なバーなどの局所的な地形は，

水深 1m 以深の地形より短期で変動するため，水深

1m以浅は期間平均地形に統一して解析した． 

 

3. 砂州地形と水理特性に関する解析結果 

砂州地形による短・長周期波高および水位の変化 

 

図-1  2001～2005 年の岸沖断面と期間平均断面 (測線 N50) 

 

図-2 砂州の有無による短・長周期波高・水位分布の変化 

 

特性を把握するために図-2 に，有義波高 3m，周期

9.8 秒の波を入射させた場合の岸沖分布を示す．解析

は 2001 年地形と平均地形で比較を行った．波高分

布を見ると，水深が 4m 以浅の沖側砂州の頂部から

沖側で砕波によるエネルギー減衰が生じ，砂州より

岸側では段階的な減少は見られない．一方，砂州の

ない平均地形では汀線付近から急激に波高が減少

している．長周期波や水位は砂州頂部や水深が急激

に変化する海域において変動が見られ，汀線付近で

は長周期波高が風波成分波高を上回った． 

続いて砂州地形と入射波高の違いによる遡上高

の比較・検討を行った．縦軸αは平均地形の遡上高

に対する各年地形の遡上高を図-3 に示す．2001年地

形では波高によるαの変動が小さかったが，波高

1.0m～2.0m にかけてαが小さくなる点は他の地形

と同様な結果となった．この結果より砂州は波高 
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図-3 波浪条件による遡上高の変化（測線 N50，H/L=0.02） 

 

1.0m～2.0m の侵食性の波の遡上を抑制する働きが

ある．また，波高が 3m を超えるとαが 1 に近づく

ことも測線 H01 断面での結果と同様であった． 

最後に長周期波の遡上への影響を調べるために

沖境界から波高 0.2m の長周期の正弦波を与えて波

の伝播を解析した．地形は測線 H01 の 2001 年測量

断面と期間平均断面である．図-4 に遡上高の最大値

を周期別に図示した．これより，周期 60,100,170秒

の波を作用させた際は，2001年の砂州地形での波の

遡上高が大きくなることがわかる．一方，周期 80や

130 秒の波を作用させた場合は砂州地形での遡上高

が小さくなった．そこで周期別の波高の岸沖変化を

図-5 に示す．沖から岸にかけて波高の大小が現れる

ことから，それぞれが腹と節に位置していることが

わかる．また周期 100 秒や 170秒の長周期波を与え

たときに汀線付近で砂州地形の波高が大きくなる

ことがわかる．これは岸からの反射波が砂州によっ

て一部反射することで砂州の岸側で波が重複され

て，波高が増大している．遡上高が小さくなった周

期 80 秒や 130 秒の波を与えると砂州の岸側での波

高増幅は生じなかった． 

 

図-4 長周期波の周期別の最大遡上高 

 

図-5 周期別の長周期波高の岸沖分布 

 

4. おわりに 

 千里浜海岸における沿岸砂州と汀線位置の周期

的変化に伴う波の遡上と長周期波の基本特性を把

握するために，各年の岸沖断面地形の波の計算を行

った．複数断面の計算結果から，汀線付近で新たな

砂州が形成される年は，汀線位置が平年より後退し

ているものの，砂州によって高波浪が低減され，波

の遡上は平年より抑制されると推察された．波の遡

上を左右する長周期波も砂州の存在や年々の砂州

配置パターンによって波高の増幅率が変化するこ

とが分かった． 
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